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な
れ
た
の
は
両
足
が
動
か
な
く
て

０
手
が
あ
る
、
と
思
っ
た
か
ら
。

で
も
、
頸
椎
（け
い
つ
い
）
損
傷

で
左
手
も
マ
ヒ
状
態
に
な
っ
て
…

・Ъ
落
ち
こ
ん
じ
ゃ
っ
た
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
業
務
だ
っ
て
も
う
で

さ
な
い
し
…
…
。

地
元
へ
の
転
院
を
勧
め
ら
れ
た

ん
だ
け
ど
、
両
足
は
ギ
プ
ス
、
首

ほ
固
定
し
て
左
手
は
動
か
な
い
。

自
分
じ
ゃ
な
に
も
で
き
な
い
ん
で

，
。
こ
ん
な
惨
め
な
姿
は
だ
れ
に

０
み
せ
た
く
な
い
、
な
ん
て
ま
た

か
た
く
な
に
な
っ
て
、
福
島
県
に

す
っ
と
い
た
の
。
す
る
と
水
泳
の

一神
叩
は
導
「
鋼
林
微
蹴
¨
れ
″
﹇

υ
不
自
由
な
の
に
…
１
。
が
ん
ば

ろ
う
よ
、ま
た
一
緒
に
泳
ご
う
よ
、

っ
て
ね
。　
　
　
　
　
　
´

心
の
支
え
に
な
り
ま
し
た
よ
。

の
の
伸
間
が
い
な
か
っ
た
ら
も
う

一度
水
泳
は
や
っ
て
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
ね
ｏ
退
院
後
、
五
カ
月
間

の
リ
ハ
ビ
リ
を
経
て
、
再
び
プ
ー

ル
に
入
っ
た
の
。　
　
　
　
　
　
　
一

右
手
は
し
び
れ
て
る
し
、
左
手

り
二
本
の
指
は
動
か
な
い
。
し
か

）人
間
や
る
気
に
な
れ
ば
で
き
る

つん
で
す
ね
。
四
カ
月
後
、
ア
ト

ツ
ン
タ
で
の
プ
レ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ンに
思
い
切
っ
て
出
場
し
て
み
た

り「
本
番
と
違
っ
て
、
あ
る
程
度

″成
績
が
あ
れ
ば
自
費
で
参
加
で

むる
。
初
め
て
の
海
外
旅
行
だ
っ

たし
、
気
楽
に
挑
戦
し
て
み
た
ら

国眉
自
由
形
な
ど
三
種
目
で
世
界

初が
出
た
の
。
本
番
へ
の
夢
が
一

スに
膨
ら
み
ま
し
た
。

簡
き
手
は
編
集
委
員芦

田
富
雄
）

ル
で
開
か
れ
た
創
立
三
十
周
年

の
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
。
開
会
セ

レ
モ
ニ
ー
で
、
中
内
功
ダ
イ
エ

ー
社
長
（７４
）
ヽ
岡
田
卓
也
ジ

ャ
ス
コ
会
長
（７‐
）
、
伊
藤
雅

俊
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
名
誉
会
長

（７３
）
ら
、
歴
代
の
会
長
経
験

者
九
人
が
壇
上
に
並
び
、
お
そ

ろ
い
の
ハ
ッ
ピ
姿
で
鏡
割
り
を

行
っ
た
。
会
場
に
は
政
官
財
界

か
ら
千
人
を
超
す
招
待
客
が
顔

を
そ
ろ
え
た
。

「ジ
ュ
ー
ス
片
手
に
会
議
室

で
乾
杯
し
て
い
た
時
と
は
隔
世

の
感
が
あ
る
」
と
岡
田
ジ
ャ
ス

コ
会
長
は
感
慨
深
げ
だ
。
だ
が

大
き
く
な
る
一方
の
組
織
と
は

ア
ップ
ル
会
長
″右
腕
″

Ｓ
Ｉ
Ａ
事
務
局
長
に

【サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
２０
日

時
事
】
米
半
導
体
工
業
会
（Ｓ

Ｉ
Ａ
）
は
二
十
日
、
米
ア
ッ
プ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
級
副
社
長

の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
カ
リ
ー
ス
氏

（６３
Ｙ
が
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
次
期
事
務

局
長
に
決
ま
っ
た
と
発
表
し

た
■
六
月
二
日
に
正
式
就
任
す

る
予
定
で
、
そ
れ
ま
で
に
ア
ッ

プ
ル
を
退
社
す
る
と
み
ら
れ

る
。

み
を
語
る
よ
う
に
、
チ
エ
ー
ン

協
の
活
動
は
、
世
の
中
に
物
申

す
過
激
な
一
面
を
持
っ
て
い

た
。七

七
年
の
大
規
模
小
売
店
舗

法
の
改
正
問
題
で
は
、
「規
制

強
化
は
消
費
者
の
利
益
に
も
反

す
る
」
と
ぶ
ち
上
げ
三
日
間
で

千
万
人
の
署
名
を
集
め
た
。
八

同
氏
は
、
ア
ッ
プ
ル
の
ギ
ル

バ
ー
ト
●ア
メ
リ
オ
会
長
の
″右

腕
″
と
呼
ば
れ
た
人
物
で
、
同

会
長
の
古
巣
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
か
ら
経
営

再
建
の
た
め
ア
ッ
プ
ル
に
昨
年

入
社
し
た
。

上
げ
ら
れ
る
時
は
、
「時
期
が

悪
い
」
と
い
う
要
望
書
を
提
出

し
た
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。

発
足
当
初
に
九
年
間
会
長
を

務
め
た
中
内
ダ
イ
エ
ー
社
長
は

「協
会
は
変
質
し
た
。
世
の
中

と
同
様
に
閉
そ
く
感
に
包
ま
れ

て
い
る
」
と
ば
っ
さ
り
。

二
方
、一伊
藤
ヨ
ー
カ
堂
名
誉

―‘―
■リ
ー
■
、「一「
「̈
‘，．
，
『，，
，，
，，
，
，，
‐
‐コ

流
通
業
界
の

立
場
は
変
化

英
サ
ツ
ガ
ト
界
ス
タ
ー

突
然
の
現
役
引
退

【パ
リ
２０
日
＝
吉
田
透
】
フ

ラ
ン
ス
出
身
で
英
サ
ッ
カ
ー
の

大
ス
タ
ー
だ
っ
た
エ
リ
ッ
ク
・

カ
ン
ト
ナ
選
手
（３０
）
が
十
八

持
ち
回
り
と
し

た
の
も
関
係
し

て
い
る
と
み
る

関
係
者
は
多
い
。
「大
手
五
社

だ
け
で
な
く
、
中
堅
以
下
の
会

社
に
も
会
長
職
を
担
っ
て
も
ら

え
ば
‐、見
方
や
意
見
に
広
が
り

が
出
る
の
で
は
な
い
か
」
（岡

田
ジ
ヤ
ス
コ
会
長
）

‐ヽ確
か
に
今
の
仕
組
み
で
は
、

売
上
税
問
題
の
時
に
会
長
を
務

め
、
過
激
な
発
言
を
連
発
し
た

清
水
信
次
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
社
長
（７‐
）
の
よ
う
な

暴
れ
ん
坊
は
出
て
こ
な
い
っ

サ
ラ
リ
「
マ
シ
社
長
で
、
会

長
を
退
い
た
ば
か
り
の
藤
関
勝

却
窪

撃
製

鋼

滉

藤

紙
の
タ
イ
ム
ズ
紙
や
フ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・タ
イ
ム
ズ
紙
ま
で
ニ

面
で
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
扱
い
、

同
選
手
に
最
大
級
の
賛
辞
を
贈

り
、
引
退
を
惜
し
ん
で
い
る
。

世の中同様

閉そぐ感だ

裏
腹
に
、
チ
ェ
ー
ン
協
の
活
動

は
静
か
に
な
っ
て
い
る
。

:2馨■::■

日
本
原
子
力
産
業
会
議
の
森
一久

副
会
長
（７‐
）
が
、
韓
国
政
府
か
ら

原産会議副会長 森 一久氏

に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
¨

「同
じ
ア
ジ
ア
の
一員
な
の
に
、

日
本
と
韓
国
は
な
ぜ
気
ま
ず
い
関
係

を
克
服
で
き
な
い
の
か
」
と
気
に
か

け
る
。
受
章
ス
ピ
ー
チ
で
は
日
本
の

京
大
物
理
学
科
在
学
中
の
四
五
年

八
月
、
た
ま
た
ま
帰
郷
し
た
広
島
で

被
爆
、
両
親
を
は
じ
め
肉
親
五
人
を

一度
に
失
っ
た
っ
そ
れ
だ
け
に
原
子

力
平
和
利
用‐へ
の
思
い
は
ひ
ど
一倍

強
い
。
朝
鮮
半
‐島‐の―核
問‐題
と
い
う

難
問
を
抱
え
な
が
ら
原
子
力
の
民
生

利
用
を
追
求
ず
る
韓
国
に
「共
感
も

あ
る
」
と
い
ｉうギ
　
　
一

エ
ネ
ル
ギ
一
自
立
を
目
指
す
日
本

の
原
子
力
開
発
は
動
方
塀
‐・核
燃
粁

開
発
事
業
団
の
不‐祥
事
で
大
揺
れ
だ

め
計
え 「一
に
な
「
「
輩
朝
“
２
ヽ
十

一　
」ｉ
　
一．
六
啓
）

本
人
に
よ
る
同
章
の
受
勲
は
初
め

て
“
ソ
ウ
ル
南
方
の
大
徳
で
開
か
れ

五
〇
年
代
半
ば
に
日
本
原
産
会
議

の
設
立
に
携
わ
り
‐、
原
子
力
分
野
で

は
産
業
界
の
取
り
ま
と
め
役
。
こ
の

経
験
を
生
か
し
て
韓
国
原
産
会
議
の

設
立
に
協
力
。
日
韓
は
政
府
間
の
原

子
力
協
定
を
結
ん
で
い
な
い
が
、
民

間
ベ
ー
ス
の
技
術
協
力
や
人
材
交
流

ヽ
々
Ｒ
”
一ン
テ
Ｌ
ア
一世
ン

（流
通
経
済
部
　
下
原
口
徹
）

社
長
に
貝
淵
氏

協
和
エ
ク
シ
オ

協
和
エ
ク
シ
オ
は
二
十
一
日

の
取
締
役
会
で
、
員
淵
俊
二
副

社
長
（６０
）
が
社
長
に
昇
格
す

る
人
事
を
内
定
し
た
。
六
月
二

十
七
日
の
株
主
総
会
後
の
取
締

役
会
で
正
式
に
決
め
る
‐。
村
上

治
社
長
（６６
）
は
代
表
権
の
あ

る
会
長
に
就
任
す
る
。

員
淵
　
俊
二
氏
（か
い
ぶ
ち

ｒ穆
”
喜
Ｉ
・し
ゅ
ん
じ
）

５９
年
（昭
３４

年
）
東
大
工

卒
、
日
本
電

信
電
話
公
社

（現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
入
社
一
８９
年
取

締
役
、
常
務
を
経
て
９６
年
６
月

か
ら
協
和
エ
ク
シ
オ
副
社
長
。

東
京
都
出
身
。
（６
月
２７
日
就

任
予
定
）　
　
　
　
　
　
　
「・

社
長
に
ポ
ー
エ
ン
氏

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

米
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
車
を
販
売

す
る
ク
ラ
イ
ス
ラ
■
●
ジ
ャ
パ

ン
・
セ
ー
ル
ス
（東
京
）
は
二

十
一
日
、
親
会
社
で
あ
る
ク
ラ

イ
ス
ラ
ト
か
ら
製
品
財
務
分
析

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ロ
バ
ー
ト
◆ボ

■
エ
ン
氏
（４３
）
を
社
長
に
迎

え
る
人
事
を
発
表
´
同
―‐日付
で

就‐任
し
た
。．対
日‐‐戦
略
車
」
ネ
「

オ
ン
■
の
販
売
が
不
振
だ
っ
た

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
・ジ
ャ
パ
ン
は

三
月
末
、
法
木
秀
雄
社
長
を
事

実
上
解
任
し
ハ
江
頭
啓
輔
会
長

（６５
）
が
社
長
を
代
行
し
て
い

た
。　
　
一

く
０
い
く
　

，
日
”
『
く
＾ヽ
ハ
　
・、
ヘリ
い」

炉
最近まわりの先輩や友達が r自 分でマンジョ
ンを買つたJという話をよく耳にしますね。「私も
前からほしヽ とヽ思‐てヽヽ こナど貯金もなかな
か溜らなtヽし、私 にも住宅ローンを貸 してもら
えるのかな ?それにどんなマンションや不動
産会社が安|きなのかよくわからない6」 と思っ

者 には、自分 に合 らた資金 計 画やマンショジ
選 びをアドパイスしてくれるライフスタイ′レ●プ
ランニング (無料 )もあり、毎 回好評で す。
● 日時・会場 /シングル&シングル・アゲイン
コース =5月 28日

"午
後 6時 -9時 30分 =

渋 谷区立商工会館 消費者センター (渋谷駅


